























































言い張っていた。 」──『仮面の告白』は、自分の誕生の記憶があるという 「私」 の回想によって始まる。 夜間に生れたにもかかわらず、産湯を使わされた盥のふちにはたしかに日光が射してい のだと、背理に満ちた記憶を「私」は語るのだ。
 
幼少年時代を描く前半の二章では、主人公「私」は女性に肉体的
欲求を感じられず、男性に性的欲望が向く「倒錯者」であると知覚し、 「正常」 ふるまうための演技を覚えていく。青年時代を描く後半の二章では、 「私」は友人・草野 妹の園子に精神的に惹かれながらも、性的 望がもてないために彼女との結婚から逃げてしまう。戦後に他の男と結婚した園子と再会してデートを重ね が、どうしても男性の肉体に目が向いてしまう自分の欲望を知覚させられたところで、作品は閉じられる。
 
このように要約すると、幼時から「倒錯者」であることを自覚さ










































































































ズムの三種類に分類して記し これ は 現在 はそれぞれ異なった欲望だと認め れているが、当時は大正期以来 精神医学（性欲学）によって、 「正常」とは区別された「変態性欲」とし 一括りにされていた。 『仮面の告白』には同 愛を擁護したドイツの性科学者・ヒルシュフェルトの名も挙げられ 最新の性科学を使いながら、自分が同性愛者であることを検証す ために、あるいは同性愛 になった要因を追跡するために記述されているのだ
 
ところで最近、 三島が十九歳で書いた生前未発表の習作 扮装狂」






































































う意味の蔑称であった 、当事者たちが自ら名乗ることにより、同性愛や異性装などを「倒錯」だと見な 異性愛だけを当然視する社会の仕組そ もの（ヘテロノーマティヴィティ）を問い直すことが可能になった。不安や疎外感 かられ、 正常」 見え よう 演技する欺瞞をあばく「私」の自分自身への「生体解剖」の記述を読むことは、同 か 愛かを問わず、私たち読 自分のセクシュアリティやジェンダーのありよう 直視せよと迫ってくるように思える。 『仮面の告白』こ は、クィア 作家・三島由紀夫の誕生告げる作品なのである。
 











































































『豊饒の海』は、 「世界解釈の小説」 （ 『豊饒の海』について）を目
指して書かれた「夢と転生の物語」で、四巻からなる。二〇〇五年に映画化もされた第一巻の『春の雪 の時代は大正初年。青年華族


























































った八十歳の本多は、清顕の恋人であり勅許を破ったために奈良の月修寺に出家した綾倉聡子を六十年ぶりに訪ね のだが、それは本当に不思議な場面である。聡子門跡 発した言葉によって、六十年にわたって輪廻転生を見続けてきた人物・本多繁邦が空に直面 せられるばかりでは く、彼の認識にそって四巻にわたる生まれ変わりを営々と見続けてきた私たち読者も 「記憶もなければ何もない」ところに誘われて、読書行為そのものが朧化させられてしまう。
 
最終巻末尾の不思議に静謐な庭の場面は、四巻にわたる輪廻転生
の物語を読み続けてき 者だけ 与えられる特権である。小説にこのような力があったのかと茫然とさせられる至福 読書体験を ぜひご自身で味わってい だきたい。
 






科事典シリーズ「文豪の世界」の一冊『三島由紀夫』のために書かれたものである。一四年末に執筆依頼を受けて、一五年二月に入稿した。すぐに初校が出て、原稿料も支払われたが、刊行されないまま年月が経ち、最近になって、シリーズの企画が中断したこと、原稿は転載可能で自由にしてもらってよい旨の連絡が届いた。短文ではあるが、特に「仮面の告白」の方は当時としては新規なことも述べており、いずれは論文化する せよ まずは旧稿を活字化し おきたく、センター長の宮川朗子先生に本誌への掲載をお願いし 次第である。掲載をお許しくださったご厚意に感謝申し上げます。
 
 
（ありもと
 
のぶこ、広島大学大学院文学研究科教授）
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